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真菌が生産する抗アスペルギルス物質の研究
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研究成果
有用物質探紫のため教室に保存されている (H16“ 
109N)から抗真菌活性物質 4種を見いだした.H16-109N 
の活性主要物質は NMRおよび MSスベクトルの結果，
メトキシアクリレート系の StrobilurinA (C16H1803)と
同定された.生産菌は DNAシークエンサーによる解析
の結果，担子薗 Strobilur.ω属 (Strobilurωtrulisatus)であっ
た.本物質の MIC値は，Aヂlergill削 fum伊仰に lル2.0 
μg/rnl，肝icophyωnmentagrψ'hytesに1.0μg/ml，Candida， 
albicans に0.125-0.25μg/凶及び句抑制ωnφrmansに 
Oふ1.0μg/rnlと病原真菌に広く抗真菌作用を示た.こ
の物質は血lconazoleを除いた miconazole，ketoconazole， 
i凶 conazole，voriconazoleなどのアゾール系抗真菌薬と併
用により相乗作用を示した. 
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